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今日、お話しする内容

１．地震の被害状況

２．石巻広域クリーンセンターと被害状況

３．ごみ焼却施設の耐震設計等

４．ごみ焼却施設の地震対策等の今後



石巻市南浜町

１．地震の被害状況



石巻市河北地域



石巻市河北地域(奥の白い建物が大川小学校）



石巻市雄勝地域(集落の最上部）



石巻市雄勝地域



石巻市雄勝地域



気仙沼市



気仙沼市(海に流れた家屋の一部）



陸前高田か？(新築のアパートが残っているのみであとは何もない）



陸前高田？（海岸近くの地盤沈下の様子）



南三陸町防災センター



冠水

石巻市（冠水した家具等により道が狭くなっている）

以上の写真は23年4月9，10日に撮影した。



２．石巻広域クリーンセンターと被害状況

ココ



石巻クリーンセンターの施設概要

施設内容 ：流動床式ガス化溶融炉

施設規模 ：230ｔ/日（115ｔ/24h×2炉）

廃熱ボイラ条件 ：3MPa×300℃

発電容量 ：2,700ｋW

着工、竣工

着工 ：平成13年3月

竣工 ：平成15年3月



施設フローの概要

施設フロー

地下設備が浸水



石巻津波被災マップ



被災地衛星写真

津波の流れ方向
石巻広域クリーン
センター



津波（第２波）到達時の状況



津波が引いた後の状況



焼却棟裏のシャッター被害状況



事務所の被害状況



ALC板の一部が損傷



計量棟周辺の液状化による土の流出



液状化による浄化槽の浮き上がり、接続配管の破断



スラグヤード建屋と前面道路との間に亀裂発生



斜路側壁の亀裂、建屋との段差



焼却棟地下への階段



工作室浸水状況



排水処理室浸水状況



23年6月時点の建物の外観



地震、津波発生後の対応状況

地震によっては、設備は目立った損傷がなかったが、
引き続き起こった津波による浸水によって、装置、電
気設備の損傷があった。

非常用発電機室が防塵扉で、浸水を免れたことから、
設備の安定的な停止がなされ、二次被害を食い止
めることが出来た。

被災後、バイク（オフロード用）で、出勤していない職
員の各家を訪問し、安否確認を行った。物資（食料、
飲料水、燃料等）の調達にもバイクの使用が有効で
あった。

(現地聞き取りによる。）



今回の地震、津波から学んだ事項

今回のような大規模な震災においては、以下
のような点の対応が必要である。

電話等が通じない状況となり、外部との連絡や、
情報の入手が出来なくなった。通信手段の確保
が必要。

非常用発電機の燃料やガソリン、運転員の食糧
等必要物資の確保手段の確保。

警察による交通規制が敷かれ、通行許可証が無
いため、外部からの物資搬送に支障をきたした。

(現地聞き取りによる。）



３．ごみ焼却施設の耐震設計等

地震時のプラント自動停止：震度計に連動

耐震設計：新耐震基準、用途係数１．２５

保安電力の確保：非常用発電機、バッテリー



４．ごみ焼却施設の地震対策等の今後

きめ細かな耐震設計の実施

非常用発電機の機能の強化

地域の防災拠点化を目指す



被災者の皆さんに改めて
お見舞い申し上げるとともに
被災地の一日も早い復興を
願っております。

石巻クリーンセンターの調査等は環境衛生施設維持管理業協会の調査報告書によりました。


